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「シーベの簿記書」に関する一考察

片”一岡泰彦

第1節まえがき

　　アウグスト・シーベの簿記書『簿記教本、理論的及び実務上の解説』（1）は、1836年に

グリムマで出版された。19世紀のドイツでは、すでに十分に複式簿記が確立されていた。

すなわち、15世紀末から16世紀初めにかけて、ニュルンベルクやアウグスブルク等南ド

イツの商人達が、イタリア特にヴェネッィアからドイッへと複式簿記を導入した。その後

　ドイツでは、16世紀、17世紀、18世紀と多くの優れた簿記文献が出版され、複式簿記は

理論的にも実務的にも大きな発展を遂げたのである②。

　そして、ドイツにおける複式簿記の発展は、19世紀に入ってからも継続され、多くの

簿記書が刊行され、複式簿記は確立されていったのである。19世紀に入ってから、特‘

に興味深いことは、複式簿記と単式簿記の比較を通して、複式簿記の構造の優秀性を

理解しようとする幾冊かの簿記書が現れたことである。すなわち、複式簿記（Doppelte

Buchhaltung）は完全かつ本式な簿記であり、単式簿記（Einbache　Buchhaltung）を不完全

にして、かつ略式の簿記であるとする簿記書、さらにはメイスナーのように単式簿記を複

式簿記の補助手段とする簿記書が出版されたのである（3）。そして、複式簿記を完全簿記、

単式簿記を不完全簿記として解説した代表的な簿記書こそ、シーベの「簿記教本、理論的

及び実務上の解説』である。アウグスブルクは、シーベの簿記書について、次のように紹

介している。シーベは「複式簿記は、取引相手との計算関係において、単式簿記のように

単純な手段はとらない、また債権・債務に対しても、人名の借方と貸方に対しても、また

掛取引に対しても、単式簿記のように単純ではない。複式簿記は、取引に対して原理的に

．作成されるのである。」と解説していると述べている（4）。

　シーベは、まず簿記について、「簿記（Buchhalten、　BuchfUhren、　Buchhaltung、

Buchhalterei、　BuchfUhrung、　Tenue　des　’　livres〈イタリア語〉）とは、取引を確実に記
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録する技術である。」と説明しているく1）。そして複式簿記の起源を、ルカ・パチョーリの

簿記論においている。「複式簿記の創設は、15世紀末にボルゴー出身のイタリアの僧侶ル

カス・パチョーロ（Lucas　paciolo）によって行われた。なぜならイタリアの慣習に従って、

イタリア簿記が生じ、これが複式簿記となったからである！6）。」と記述している。

　そして1796年にブリストルで出版された「ジョーンズのイギリス式簿記システム」

（Jone’s　English　system　of　book－keeping）は、ドイツ語を初めとして・オランダ語・デン

マーク語、スウェーデン語、フランス語等へ翻訳された。このジョーンズの簿記システム

は、イタリア式簿記を批判するものであった（7）。しかし、このジョーンズのイギリス式簿

記システムに反対する多くの簿記書がドイツで出版された。例えば、ワグナー、メイス

ナー、ヒングシュテート等の簿記書である。このジョーンズ旋風の嵐が吹き止んだ頃のド

イツにおいて、シーベはジョーンズのイギリス式簿記に対して、次のように痛烈な批判を

加えている。ジョーンズのシステムは、ドイツ語やフランス語に翻訳された。しかし専門

家達によって適切に調査された。その結果、ジョーンズは誇大宣伝家であり、ジヲーンズ・

システムの崇拝者達は複式簿記を十分に理解していないということが判明したと論述して

いるのである（8）。さらにシーベの簿記理論は、19世紀末から20世紀初めに現れた物的二

勘定系統説（9）（MaterialistisChe　Zweikontenreihentheorie）の主唱者ヨーハン・フリードリッ

ヒ・シェアー（Johann　Frildrich　Schar）に、多大な影響を与えたと言われている。すなわち・

シェアーは、1 シーベの簿記書から多くのことを学んだのであるa°）。本稿は、シーベが解説

し、例題を示した単式簿記と複式簿記の簿記組織、そしてアウグスブルクやシェアーの勘

定理論の基礎となったと思われる勘定組織を明確にすることにより、シーベの簿記書が、

19世紀簿記史上に果たした役割と業績を考察したい。

r

第2節　簿記書の構造

　シーベの簿記書の構造を、目次に従って概観的に解説するω。

　シーべの言葉、序文、第1部　序説　1．簿記の概念　ll．簿記設置の一般的必要

性　皿．簿記証明力の法的必要性　IV．帳簿の証明力が失われた場合　V．簿記係が所有・

すべき必要な特性　VI．資産、資本、積極、消極、利益、’損失、財産目録　V皿．取引の意

義と方法、取引の可能な場所　W．取引の目録、勘定、借方、貸方　IX．単式簿記と複式

2　　　　　　　　　　　　”．
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簿記の方法

　第ll部　単式簿記

　1．単式簿記に必要な帳簿　1．帳簿項目の記入　皿．単式簿記の一部の課題、仕訳帳、

元帳、現金帳、商品帳の記録　］V．簿記の決算　V．財産目録の作成と純資産及び純利益

の算出　W．財産目録の試算　皿．小売取引における単式簿記の適用

　第皿部　複式簿記

　1．複式簿記の帳簿

　（1）重要な主要簿　1．日記帳　2．仕訳帳　3．元帳　4．現金帳　5．書簡覚書帳　6．

財産目録帳

（2湘助簿

　1．当座勘定帳　2．為替手形帳　3．満期期限帳　4．手形覚書帳　5．手形照合帳　6．

手数料帳　7．運送費帳　8．仕入i帳　9．売上帳　10．代理店帳　11．計算帳　12．商品

帳　ユ3．手数料・商品帳　14．営業費帳　15．1郵便税帳　16．ビランツ帳　17：メッセ（見

本市）帳18．銀行帳

　1［．主要簿の勘定、省略（後述）

　皿．要約、転記、点、誤り発見上の訂正

　］V．決算ビランツ、帳簿の終了、帳簿決算

　V．仕訳帳と元帳における複式簿記法による記入

　VL単式簿記の本質的な欠陥と複式簿記の優位性の解説

　第IV部　商業、製造業、工場、海上貿易における特殊な勘定を採用する複式簿記

　の理論

　第V部　付録　個別企業における複式簿記め例題

　1．取引解説　1［．開始財産目録　皿．日記帳　］V．現金帳　V．仕訳帳　W．元帳

W．当座帳の当座勘定　W．手形の照合　IX．帳簿締切における財産目録　X．決算ビラ

ンッと決算解説におけ6．最も本質的な項目の表示

　シーベの簿記書は、要約するならば、上述したように、簿記の重要性に関する解説、単

式簿記及び複式簿記の解説と例題、そして複式簿記による個別企業の特殊な例題から成り

立っている。特に、単式簿記、複式簿記の例題については、類似の取引による例題を基礎
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として作成されている。したがって、単式簿記と複式簿記との相違点が明らかとなり、理

解しやすい。この解説方法は、メイスナーと同様であるa2）。シーベは、単式簿記を不完全

簿記と解する。これに対し、複式簿記を完全簿記として理解する。その理由として、単式

簿記は、帳簿の中で自己資本の計算、収益・費用の計算を組織的に表示することができな

いからである。この資本・損益計算は、期末の財産目録の作成によってのみ可能になる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

しかし、複式簿記は、企業の自己資本の計算及び損益計算を、元帳内で組織的に表示でき

るのである。そしてシーベは、単式簿記については、数冊の会計帳簿と財産目録を説明す

る。これに対し複式簿記については、多くの種類の会計帳簿と勘定科目について詳細に解

説を遂行する。シーベは、単式簿記と複式簿記のそれぞれの帳簿組織の内容の類似点と相

違点を明らかにすることを試みた。そのために、同じ取引例を単式簿記と複式簿記によっ

て記録する方法を遂行した。これは三十数年前に出版されたメイスナーが採用した方法と

同様である。　　　　　　　　　　　　　　　　　・．

　次にシーベが解説した取引例を、要約し多少修正して示す。さらにその取引例を、左右

貸借に仕訳して表示する．’なお例題の貨幣単位は、lrthlr．（ライヒスターラー）が24gr．（グ

ロッシェン）である。

　〈取引例〉

①資本投資　現金3，000　rthlr．を資本として営業を開始する。

②家政費　今日の家政費50　rthlr．を現金で支払う。

③現金買入　ドミンゴ産コーヒーを、335rthlr．で現金を支払って買入れる。

④現金売上　ドミンゴ産コーヒーを、101rthlr．で売上げ、現金を受取る。

⑤掛で買入　砂糖631rthlr．6gr．を、2ヶ月の掛で買入れる。

⑥掛で売上　ドミンゴ産コーヒーを、100rthlr．で2ヶ月の掛で売上げる。

⑦為替手形の買入　1188rthlr．の為替手形を、現金を払って買入れる。

⑧為替手形の売上　397rthlr．で為替手形を売上げ、現金で受取る。

⑨取引先の為替手形為替手形の支払として1500rthlr．を現金で、ドレスデンのAdolph

　Kressnerに支払う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ペへ

⑩⑪取引先の為替手形　為替手形1000rthlr．を掛で買入れ、5rthlr．の為替差益（Agi・）を
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　つけて、1005rthlr．の現金で売上げる。

⑫取引先の引受済送金手形（Rimese）1186rthlr．を、捗トで買入れる。

⑬取引先の送金手形　596rthlr．の手形を現金で売上げる。

　　　　　　　　　　　ド
⑭為替手形による商品購入　1400rthlr．の商品を買入れ、為替手形で支払う。

⑮為替手形による商品の売上　375rthlr．で青色木材を売上げ、為替手形で受取る。

⑯運送費　運送費5rthlr．12gr．を現金で支払う。．

⑰運送費　運送er　7rthlr．8gr．を現金で受取る。

⑬掛の売上　青色木材750rthlr．を掛で売上げる。，

⑲掛の売上　ドミンゴ産コーヒ’一　287rthlr．12gr．を、掛で売上げる。

⑳得意先の計算のための受取現金100rthlr．をドレスデンのAdolph　Kressnerから受取る。

⑳掛による売上　砂9e．　474rthlr．13gr．を、ブライブルクのFerdinand　Wantigに売上げ掛

　とする。

⑳割引によ碑金破払現金1°°rthl・・を支払う・

⑳債務の現金支払　Otto　Keilbergに現金500rthlr．を支払う。

⑳営業費　営業費30rthlr．を現金で支払う。

　上述の取引図をシーベの方法に従って、左右貸借に仕訳して示す。シー・Sが解説した日

記帳は省略する。仕訳帳の形式は、単式簿記と複式簿記で異なる。複式簿記による仕訳帳

は・完全に左右貸借対照の勘定形式を採用している。しかし単式簿記では、それが不完全

なのである。

①
②
③
④
⑤

⑥

　　　　　　（借方）

現　金

家政費

商　品

現　金

商　品

グリムマのHartin＆

Ang・Friedlein

〈取引例の仕訳〉

3，000

　50

335

101

631．6

100

資本金

現　金

現　金

商　品

Otto　Keilberg

商　品

（貸方）

3，000

　50

335

101

631．6

100
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⑦

⑧

　
⑨

為替手形　　　　　｝

現金

ドレスデンのAdolph

Kressher

⑩　為替手形

⑪現金

⑫　為替手形

　　フランクフルト・アム・
⑬
　　マインのEmil　Treffts

⑭商品
⑮　為替手形

⑯　運送費

⑰現金
　　Scharf＆Hempel　in
⑱

　　　Naumburg

　　グリムマのHartmann＆
⑲
　　　Aug・Friedlein

⑳現金

　　フライブルクの
⑳
　　Ferdinand　Wantig

　　グリムマのHartmann＆⑫
　　　Au9・Friedlein

⑳　　Otto　Keilberg

⑳　営業費
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第3節　単式簿記　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　シーベは’．複式簿記に比べて単式簿記をあまり重要視していなかったように思える。な

ぜなら、複式簿記については約330頁の頁数をその解説と例題に費やした。しかし単式簿

記については、約60頁しか解説と例題に使っていないからである。しかもシーkは次の

ように述べている。「単式簿記は複式簿記のように、一般に確立された規則に基づいてい

ない。」．aSi

　シーベは単式簿記に必要な帳簿として、（1）日記帳（Memorial）と仕訳帳（Journal）、（2）元

帳（Hauptbuch）、（3）現金帳（Cassabuch）、（4）商品帳（Waarenbuch）の5冊、さらに財産目

録について解説している（’4）。日記帳には、取引が単純に記録される。例題でも解るように、

取引内容が文章形式で記入される。そして、この日記帳から仕訳帳へ正しく移記される。

仕訳帳では、取引内容が帳簿形式で整理され示される⑬。元帳には、人名勘定のみが記録

される。すなわち元帳には、仕訳帳の掛売上と掛仕入による債権者と債務者の人名勘定の

みが、仕訳帳から転記される。そして左側・借方にはSo1L右側・貸方はHabenによる左

右貸借対照形式で作成されている。単式簿記とは言っても複式簿記の手法が採用されてい

るのである⑯。

　現金帳には、現金取引における現金収入（baare　Einnahme）と現金支出（baare　Ausgabe）

が記録される。左側・借方（Sol1）には、現金の収入（Einnahme）が、右側・貸方（Haben）

には、支出（Ausgabe）が示されているan。そして現金帳では、収入金額合計4708rthlr．

20gr．から支出金額合計3608　rthlr．12gr．を差引いた金額1100　rth1蛤8gr．を現金残高どし

て示しているas）。商品帳には、コーヒー、砂糖等諸種の商品の仕入と売上による、収入と

支出が記録されている。そして商品の総重量（Brutto＝風袋）と正味重量（Netto）または

測定量（Masses）、貨幣単位（Quantitat）、品種（Sorte）、記号名（Zeiche）、番号名（Nummern）

そして全体の金額が記入されている⑲。財産目録（lnventarium）には：元帳、現金帳そし

て商品帳の各勘定の残高が集められる。そして積極財産（資産）の合計re　3666rthlr．6gr．

から、消極財産（負債）合計額535rthlr．6gr．を差引いた金ee　3131rthlr．を期末純資産と

して算出する。そして期末純資産から期首純資産3000rthlr．を差引いた金額131rthlr．を

純利益として示しているのである陶。さらに財産目録の後に作成された財産目録の検
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算（Probe　Uber　vorstehendes　Inventarium）の中で、各種商品販売益の合計額である純

利益（Gesammtgewinn）212rthlr．12gr．から、家政費、営業費等の合計額である総損失

（Gesammtverlust）81rthlr．12gr．を差引いた131rthlr．を純利益（Reiner　Gewinn）として示

しているのであるen。

　この損益計算は、財産目録においては期末と期首の資本金額を比較することによって、

1ヶ月間の純利益を計算している。そして財産目録の検算の中では、各商品別の商品販売

益から支出を差引くことによって1ヶ月間の純利益を算出している。この2つの計算方法

による純利益額の一致をもって、損益計算の正確なることを立証しているのである。

　　　　　　　　　　　第1図　単式簿記の日記帳（見本）

　例題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月1日

（第1取引）

　　　現地のCarl　Eulerから、ドミンゴ産コーヒー2樽を買入れる。

　　　H＆CαNαす一重量

　　　　　No．1．総量450ポンド風袋50ポンド

　　　　　〃2．総量460ポンド風袋60ポンド分量

　　　　　　　　総量800ポンドそして1ポンド6　gr．（グロッシェン）なので

　　　　　　　　　　現金で200　rthlr．（ライヒスターラー）を支払う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月2日

（第2取引）

　　　現地のCarl　Sch16siugへ、ドミンゴ産コーヒー240ポンドを売上げる、

　　　1．ポンド6十9Lなので現金65・thl・．を受取る・

　　　　　　　　　　　　第2図　単式簿記の仕訳帳（見本）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1834年7A

商品帳1．

1日
9「・

（グロツ

シ。ン）

現金帳1、

現金帳1．

現地のCarl　Eulerから現金で買入れる。

H＆C．2樽　ドミンゴ産コーヒー

No．1．総量450ポンド　風袋50ポンド

No．2．総量460ポンド　風袋60ポンド

　　　総量910ポンド　風袋110ポンド

　　　純量800ポンド　1ポンドにつき69L（グロッシェン）

　rthk．
（ライヒスタう→

　　200

　　　65

2日

商品帳1．

現地Carl　Sch16shlgへ現金で売上げる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1240ポンドのドミンゴ産コーヒー1ポンド6三gエ

8



　　　　　　　　　　　　　「シーベの簿記書」に関する一考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

第3図　単式簿記の仕訳帳

　　　1834年7H

1
．

rthlr． gr・

現金を資本金として投資する。 3000
2
．

家政費負担のために現金で支払う。 50
3
．

商品帳1．
現地のCarl　Eulerから現金で買入れる。

現金帳1．
C．E．4樽　ドミンゴ産コーヒー

〃　No．1．総量456ポンド 風袋 52ポンド
＜

〃．2．　〃　　460　〃 〃　60　〃

〃．3．　〃　　456　〃 〃　56　〃

〃．4．　〃　466　〃 〃　62　〃

総量1838　〃 風袋230〃
風袋230　〃

純量1608ポンド 1ポンドにつき5鍵 335
4
．

商品帳2． 現地Andreas　Rodeに現金で売上げる。
’

元帳1． C．E．1樽ドミンゴ産コーヒー

N・・1・総量456ポンド

風袋52　〃
「

純量404ポンド 1ポンドにつき69L 101
5
．

商品帳2． 現地のOtto　Keilbergは貸方（且aberO。

元帳1． 彼に2ヶ月の掛で売上げる。

P3樽イギリス産の精製糖
NO．1．総量14セント12ポンド 風袋1セント2ポンド
〃2．　　〃　14　　〃　　　24 ｝F　　　II 　　　　　　　　　、1　　〃　　2　〃

〃3．　　〃　14　　〃　　　20 〃　　　〃 1　　〃　　2　〃

総量42セント56ポンド 風袋3セント6ポンド
、 風袋’3　〃　　6 〃

純量39セント50ポンド1セントにつき16ライヒストターラー 631

6
．

元帳2． グリムマのHartmann＆Aug・Friedlein借方（So皿en）．
商品帳1． 彼に2ヶ月の掛で売上げる。

C．E．1樽ドミンゴ産ゴーヒー
一

No．2．総量460ポンド

風袋60　〃

純量400ポンド 1ポンドにつき6rthh！． 100

9



第4図　単式簿記の元帳

2借方（Sollen） グリムマの且artmarm＆Aug・Friedlein　貸方（Haben）2

1834
フォーリオ

（Fo．）
rth止r． gr・ 1834

フォーリオ

（Fo）
rthlr． gr．

7月 6日 私の支配人の 7月 2日 現金送金 4 98 10

ため、砂糖1樽 〃 〃 減額 〃 1 12

Nα1を売上げ
∫
ノ 31日 残高 〃 287 12

る。受取日は9

月6日。 1 100
一

ユ9日 私の支配人の
ため、諸種の商

品を売上げる。

受取日は9月
19日。 4 287 12

387 12 387 10

8月 1日 残高 287 12

6借方 フライベルクのFerdinand　Wantig 貸方6

1834年 Foご rthlr． gr・ 1834年 Fo． rthk． gr．

7月 21日 私の支配人のた
、

め、砂糖2樽を売

上げる。Nα2と

3、受取日は11月

21日。 4 473 13

10



「シーベの簿記書」に関する一考察

L＿．　・　、　　　　　　r
（借方）

収入

第5図　単式簿記の現金帳

（貸方）1

支出

1834年
・

Fo． rthlr． gr・ 1834 Fo． rthlr． gr・

7月 1日 現金を商業資本 7月 2日 1ヶ月の家政費負担

として投資する。 1 3000
一

のため現金で支出 1 50
一

4日 現地のAndreas
1

3日 現地の　Car1
Rodeから受取る。 Eulerに支払う。

ドミンゴ産コーヒー1 ドミンゴ産コーヒー 、

樽、No．1総量404 Nα1．4，純量1608

ポンド．1ポンドに 1 101
一

ボンド．1ポンド5

つき6グロッシェン グロッシェン 1 335
一

8日 現地のAnton 7日 現地のGustav
Meyerから受取る。

1

GU五chに支払う。 ト

No．1．400rthlrフラン 1200rthlr．

クフルト・アム・マインの錠 フランクフルト・アム・マィン

前会社ggl％ 2 397
一

単位99％ 2 1188
一

11日 現地のGot七fded 9日 wantig　Klemmen
G6rHchから受取る。 に支払う。ドレスデン

No．1．1000式hlr．フ のAdolph　Kressner

ランクフルト・アム・マインの から、彼の指図

E㎡1Tre飽z．単位 による 2 1500
一

　　　　　1
は100三 2 1005

一

17日 運送人Ke且から 16日 ドレスデンから運

着払で受取る。 送費を支払う。

陶磁器1箱Nα3 3 7 8 N・，3陶磁器1箱 3 5 12

20日 現地のTbodor皿ers 23日 現地の　Otto
’

から受取る。 Ke且bergに支払
ドレスデンのKressner う。証明書の計
の計算。 4 100

一 算による 4 500
一

22日 グリムマのHartmann 24日 今月の営業費を支払 〉

＆Aug・田edlem う。記録簿に記瓦 4 30
一

から運送人Xを
通して受取る。 31日 現金残高 1100 8

4 98 12

4708 20 4708 20

8月 1日 現金残高 1100 8

’

，11



第6図　単式簿記の商品帳

（借方）

収入 砂糖

（貸方）

支出

1834

年
セント ポンド

フ
リ
オ
rthk． 9「・

1834

年
セント ボンド

フ
リ
オ
rthlr． 9エ・

7月 5日 39 50 現也0柚垣㎞9から 7月 21日 26 40 FreibergのFerd
wantigに売上げる。

1セント16ライヒスター
■

1セント18ライヒスターラー

た
1 631 6 P2樽No．2と3

4 474 13

認樽 31日 13 10 財産目録に在庫の
N11総量14レト12ポンド 記録、16ライヒスターラー

風袋1抄ト2ポンド P1樽No．1 209 11

N）2〃14レト2ぷンド

風袋1抄ト2ポンド

N13〃14抄ト①ポンド

風袋1砂ト2ポンド 、

31日 利益 52 18

39 50 684 39 50 684

8月 1日 13 10 財産目録に在庫の
記録、1セントに16ラ 209 工1

イヒスターラー、

P1樽No．1．
、

12
o



「シーベの簿記書」に関する一考察

第7図　単式簿記の財産目録

私のすべての積極財産と消極財産

　　　1834年7月31日
rthlr． gr・ rthlr． gr・

1積極財産（Activa）　　　　　　　　　　　　　　1
’

1100 8

1．現金有高

2棚卸商品

ドミンゴ産コーヒー　　1樽’ 84 4

精製糖　1樽 209 11

ホンデュラス産青色木材 175

468 15

3．為替手形 371 6

4債務者

グリムマのHartmann＆August　　残高 287 12

ドレスデンのAdolph　Kressner　　　　〃 214

ナウムブルクのScharf　et　Hempe1　　〃 750

フライベルクのFerdinand　Wantig　　〃 474 13

1726 1

積極財産合計 3666 6

H　消極財産（Passiva）

債権者

現地のOtto　Ke且berg　　　　残高 131 6

フランクフルトのEmil　Tieffts　残高 404
’

消極財産合計 535 6

積極財産合計 3666 6

消極財産差引 535 6

㌦ 期末純資産有高（reines　Vbrm6gerD 3131

期首純資産（ursprUngliche　V6rm6gen） 3000

緬ll」益有高（bleibt　reiner　GewinrD 131

13



第8図　単式簿記の財産目録の検算

商品利益

　　　コーヒー

　　精製糖
　　　青色木材

為替手形

　運送費

家政費損失

　　　　減額
　　　営業費

商品帳1フォーリホ50rthk．4鍵
c∠
口0

9
q
7
．

n
　
c
o

18－
12一

　　　4
仕訳帳記入3一

190rthlr．10　gr，

20　－　6－

　1　－20一
純利益

仕訳帳1フォーリオ

仕訳帳記入4フォーリオ

仕訳帳記入3フォーリオ

212　－12一

50rthlr．　　gr，

1－　12－

30一
81r土hlr．12　gr．

総利益

総損失

純利益 財産目録記入

212rthlr．12　gr，

81　－　122－一一

131

14



　　　　　　　・　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「シーベの簿記書Jに関する一考察

第4節複式簿記

　　1帳簿組織

　シーベは、複式簿記（Doppelte　Buchhaltung）において、重要な主要簿（Wesentlich

notwendige　BUcher）6冊と補助簿（HilfsbUcher）18冊について解説している。重要な主

要簿とは、日記帳（Memorial、　Prima－Note、　Brouillon、．Manual、　Strazze、、　Cladde）、仕

訳帳（Journal）．．元帳（Hauptbuch）、現金帳（Cassabuch）、’ 書簡覚書帳（Briefcopirbuch、

Copirbuch）、財産目録帳（lnventarienbUch）等である。そして補助簿’とは、当座勘

定帳（Cont（）－Correntbuch）、為替手形帳（Tratten　und　Rimessenbuch）、満期期限帳

（Verfallbuch）、手形覚書帳（Wechsel－Copirbuch）、手形照合帳（Wechsel－Scontro）、手数

料帳（Commissionsbuch）、運送費帳（Speditionsbuch）、仕入帳（EinkaufbUch）、売上帳

（Verkaufbuch）、代理店帳（Facturさnbuch）、計算帳（Calculations　oder　Caltulaturbuch）、、

商品帳（Waarenbuch、　Waarenscontro、　Lagerbuch）、手数料・商品帳（Commissions－

Waarenbuch）、営業費帳（Handlungs：Unkostenbuch）、郵便税帳（Briefporto－Buch）、ビラ

’ンツ帳（Bilanz－buch）、メッセ，（＝見本市）帳（MessbUcher）、銀行帳（Bank－oder　Banco

Buch）等である。シーベは、複式簿記では、多くの主要簿と補助簿について解説した。た

だしここでは、例題で示された日記帳、仕訳帳、元帳についてのみ説明する。
〉

　　　　　　　　●

　1日記帳　・　　　　　／tt　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　「日記帳には、取引の内容がそのまま単純な方法で記入される。」そして「この日記帳の

記入された取引内容が、整理され帳簿形式の仕訳帳に移記されるea」とシーベは日記帳に

ついて解説している。シ‘べは、日記帳について、単式簿記では例題を示した。ただし、

複式簿記では日記帳の例題を示さなかった。多分、日記帳については、単式簿記も複式簿
＃

、記も同様の形式のものと考えたように思える。すなわち、日記帳とは、単式も複式もなく、

取引内容を完全に単純に記入すべき帳簿と考えたように思われる。

皿仕訳帳　　　　　　　　一t

日記帳に記入・された取引内容が・仕訳帳（Journa1・1ivre　Journal）へ移記される。．上段

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15



に借方勘定が、下段に貸方勘定が示される。元帳勘定から見ると、仕訳帳の貸借用語は、

借方はPr．（Per）、貸方はAnで表わされている。しかし仕訳帳の例題では、借方のPr．が

省略されている。この仕訳帳におけるPerとAnの貸借用語は、パチョーリが解説したヴェ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ネッィア方式と同様である。ドイッでは、ハーゲル、ラーデマン、フライシャー、クリュー

ゲルス、ワグナー、メイスナー等の簿記書と同様である㈱。したがって、シーベは、ワグ

ナーやメイスナーと同様に仕訳帳の貸借用語については、パチョーリのヴェネツィア方式

を採用したことになる。なお元帳勘定締切の手続は、損益勘定と残高勘定をもって遂行さ

れる。そしてこの勘定締切の手続は、仕訳帳を通して行われる。仕訳帳の最後には、損益

勘定（Verlust＆Gewinn　Conto）と残高勘定（Bilanz　Conto）が設けられ、元帳決算の仕訳

記入が示されている。すなわちシーベは、ドイッではゲッセンス以来採用された大陸式決

算法を取り入れたことになる倒。

　IV元帳　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　1

　仕訳帳に記入されたすべての勘定は、元帳へ転記されている。現金帳も解説されている

が、例題では現金帳は省略されている。元帳の左側・借方はSollで、右側・貸方Haben

で表わされている。・この元帳の貸借用語の表示方法は、シュヴァイケル、ガムメルスフェ

ルダー、ゲッセンス、ザルトリューム、パーゲル、シュルッ（第一簿記書）、ハイネ㈱、ブリュー

ゲルの第1形式㈱と同様である。元帳における勘定科目は、資本金（Capital）勘定、’現傘

（Cassa）勘定、商品（Waaren）勘定、為替（Wechsel）勘定、運送費（Speditions）勘定、営

・業費（Handlungs－Unkosten）勘定、家政費（Haushaltungs－Uinkosten）勘定、損益（Verlust－

Gewi㎜）勘定、残高（Bilanz）勘定、グリムマのHartmann＆Aug・Friedlein勘定等他の債

権・債務の人名勘定が示されている。

　シーベの元帳決算は、損益勘定の利益と損失の差額を純利益として算出し、その金額を

資本金に振替える。そして資本金勘定の残高、諸資産及び諸負債の各勘定残高を、残高勘

定へ振替える決算手続方法で遂行されている。損益勘定の利益と損失の差額131rthlr．が、

純利益として資本金勘定へ振替えられる。そして資本金勘定の合計as　3131rthlr．が、期末

の資本金額として残高勘定へ振替えられる。この元帳の決算手続は仕訳帳を通して行われ

る。この決算方法は、ワグナーの簿記書と同様であるen。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「シーベの簿記書」に関する一考察

V例題の勘定科目　　　　　　　　　　　　　’

次に元帳における主要な勘定科目について解説する。

（1）資本金勘定

　　資本金勘定の左側・借方（Soll）には、期末（＝月末）の資本金残高が示され、右側・

　貸方（Haben）には期首（月初め）の資本金額と1ヶ月間の純利益が計上される。すな

　わち、期首の資本金Wt　3000rthlr．に、1ヶ月の純利益131　rthlr．を合計した金額3131

　rthlr．を期末資本金額としているのである。

（2）現金勘定

　　現金勘定の左側・借方には、現金の受入額が、右側・貸方には、現金の支払額が計

　上されている。そして期末の貸借差額の現金残高1100rthlr．　8gr．を、残高勘定へ振替

　えている。

（3）商品勘定『

　　この商品勘定は、ドミンゴ産コーヒー（Doming（）－Coffee）、精製糖、青色木材等を統

　轄する一般商品勘定としての性格を持つ。左側・借方には、商品の仕入高と1ヶ月間

　の商品販売益が、右側・貸方には商品売上高と期末棚卸高が記入されている。そして

　期末棚卸高468　rthlr．15gr．は残高勘定へ、商品販売益190　rthlr．10gr．は、損益勘定へ

　それぞれ振替えられている。すなわち、決算においては、売上高一（仕入高一期末

棚卸高）＝商品販売益の計算方式で商品販売益を算出しているのである。この方式は

　ワグナーを初めとして、多くのドイツの簿記書で採用された。

（4）営業費勘定

　　左側・借方に、営業費のために支払われた現金の金額が記入され、右側・貸方には

　その金額炉損失額として計上される。

（5）家政費勘定

　　営業費勘定と同様に、左側・借方に家政費のために支払われた現金の金額が記入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17



され、右側：貸方にはその金額が損失額として計上される。そして上述の営業費

30rthlr．と家政費の50　rthlr．の合計額80　rthlrが、損益勘定へ振替えられる。この合

計振替手続は仕訳帳を通して行われる。

（6）人名（債権・債務）勘定

　　グリムマ（grimma）のHartmann＆Aug・Friedleinを初めとして6人の人名（また

　は会社名）勘定が示されている。これらは債権・債務勘定である。6人のうち4人が

　債権（＝債務者）として、2人が債務（＝債権者）として残高勘定へ振替えられている。

（7）損益勘定

　　損益勘定では、左側・借方には、費用項目と資本金勘定が、右側・貸方には利益

　額が計上されている。そして1ヶ月間の利益額212　rthlr．12gr．から1ヶ月間の費用額

　81rthlr．12gr．を差引いた金額131rthlr．を、1ヶ月の純利益として資本金勘定へ振替え

　ている。

（8）残高勘定

　　残高勘定の左側・借方には、現金勘定、商品勘定、手形勘定、4人の人名等諸資産

　勘定の残高が計上されている。そして右側・貸方には、2人の人名等の負債勘定と資・

　本金勘定の残高が計上されている。そして貸借合計の一致をもって、残高試算表とし

　ての性格を持たせているめである。この方式は、メイスナーの簿記書と同様である。、
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　　　　　　　　　　　　「シーベの簿記書」に関する一考察

第9図　複式簿記の仕訳帳

　　1834年7月
rthユr．

gr・

⊥
1
． 現金勘定

1
貸方（an）資本金勘定

現金を商業資金として投資する。 3000
一

⊥
2
． 家政費勘定

2 貸方現金勘定
家政費の負担として現金で支払う。 50

一

⊥
3
． 商品勘定

2 貸方現金勘定
現地のCarl　Eulerから現金で買入れる。　、

＼

C．E．4樽、ドミンゴ産コーヒー

純量1608ポンド仕切帳記入フォーリオ
1ポンド5グロッシェン 335

一

⊥ 4 現金勘定3 貸方商品勘定、

現地のAndreas　Rodeに現金で売上げる。

C．E．1樽、ドミンゴ産コーヒー

No．1純量404ポンド仕切帳記入フォーリオ
1ポンド6グロッシェン 101

一

⊥
5
． 商品勘定

9 貸方現地のOtto　Keiberg
彼から2ヶ月の掛で貴入れる。

P3樽、イギリス産精製糖

純量39セント50ポンド仕切帳
㌔ 1セント16rthlr． 631 6

⊥
6
． グリムマのHartin＆Aug・Fridlein

3 貸方商品勘定
彼に2ヶ月の掛で売上げる。

C．旺1樽、ドミンゴ産コーヒー

No．2純量400ポンド仕切帳記入フォーリオ
1ポンドにつき6グロッシェン 100

一

’
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第10図　複式簿記の元帳

1借方（Sol） 資本金勘定 貸方（Haben）1

1834年 rth止r． gr・ 1834年 rthlr． gr・

7月 盟日 貸方醐残離掟
　　　　残額 6 15 3131 一

7月 1日

24日

借方o萄現金勘定

商業資金のため

一損益 1
6
2
8

3000

131
：

3131
一

3131
一

2借方 現金勘定 貸方2

1834年 rthlr． gr’ 1834年 rthk． 9「・

7月 1日

4日

8日

皿日

17日

2）目

2≧日

貸方資本金勘定

一
商品勘定一為替手形勘定

一同上

一運送費勘定

一A蜘h㎞
一且artma㎜＆
AFriedlein

1
3
4
4
5
1
1
1
1

3000

101

397

1005

　　　7

100

　98

：
－
8
－
1
2

7月 2日

3日

7日

9日

16

〃

借方．家政費勘定

一商品

一為替手形

一A唖K疏ner
一運送費勘定

一〇tto　Keilberg

一営業費勘定

一
残高勘定硯金残高）

1
1
2
2
4
5
5
6

7
3
4
1
1
5
9
6
1
5

　50
335

1188

1500

　　5

500

　30
1100

：
：
1
2
：
8

4708 20 4708 20
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3借方 商品勘定 貸方3

1834年 4 rthlr． gr・ 1834年 rthlr． gr・

7月 3日 貸方．現金勘定 1 2 335
一 7月 4日 借方．現金勘定 1 2 101

一
5日 一〇tto　Keilberg

1 9 631 6 6日 一Hartmann
ユ4日
一為替手形勘定 3 4 1400 一 ＆AFriedlein 1 10 100 一

24日 一 損益勘定 3 8 190 10 15日 一為替手形勘定 3 4 375 一
、 ユ8日 一噸H鋤pd 4 13 750 一
19日 一且artmann

＆AFhedlein 4 10 287 12

21日 一FerdW員ntig 4 14 474 13

21日 一残高勘定 6 15 468 15

、 2556 16 2556 16

6借方 営業費勘定 貸方6

1834年 rthlr． 9じ1834年 rthk． 9「・

7月 田日 貸方現金勘定 5 2 30 一　7月 24日 借方損益勘定 5 8 30 一

ぜ 7借方 家政費勘定 貸方7

1834年 rthlr． gr・ 1834年 rthlr． gr・

7月
⑯

2日 貸方現金勘定 1 2 50
一 7月 24日 借方損益勘定 5 8 50

一
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10借方 グリムマのHartmann＆Aug・Fridlein 貸方10

1834年 rthlr． gr・ 1834年 rthlr． 9「・

7月

ノ

6日

ユ9日

貸方商品勘定一同上　　’

1
4
3
3

100

287
一
12

7月 22目

24日

借方諸口、

現金送金と減額

一残高勘定 5
6

一
15

100

287
一
12

387 12 387 12

ノ

8借方 損益勘定 貸方8

1834年 rthk． 9「・ 1834年 rthlr． gr．

7月 22日

24日
I
l

貸方Hartma㎜

＆AFhedlein

一
諸口、損失一資本金勘定 5
5
6

10

－
1

　1
80

131

12

：

7月 24日 借方諸口、利益 5 一 212 12

212 12 212 12

15借方 残高勘定 貸方15

1834年 rthk． 9「・ 1834年 rth止r． gL

7月 盟日 貸方現金勘定 6 2 1100 8 7月 盟日借方OtωKd伽rg 6 9 131 一
〃
一 商品勘定 6 3 468 15 〃

一 Em丑Tref仕z
6 12 404 6

〃
一 手形勘定 6 4 371

6 〃
一 資本金勘定

6 1 3131
一

〃
一 Hartmar皿

＆Fhedlein 6 10 287 12

〃
一 Adolph＆
Kressner 6 11 214 一

〃
一 Scharf＆
Hempel 6 13 750 一

I
I 一
Ferdinand

wantig 6 14 474 13

3666 6 3666 6
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第11図　単式簿記の帳簿組織

元帳

日記帳一［亘垂］一現金帳一
商品帳

財産目録

財産目録検算

第12図　複式簿記の帳簿組織

日記帳一［亘匡］一→［藥］一［亟垂］v

23



　なお、シーベは、第V部の付録に、個別企業における複式簿記の例題を作成している。

ここで示された帳簿組織は、期首財産目録、日記帳、現金帳、仕訳帳、元帳、期末財産目録、

当座勘定帳、手形照合帳等である。期首財産目録の現金項目は現金帳へ、非現金項目は日

記帳へ移記される。そして、すべて発生する取引のうち、現金取引は現金帳へ非現金取引

は日記帳へ移記される。そして、現金帳と日記帳から仕訳帳へ移記され、仕訳帳から元帳

へ転記される。この日記帳、仕訳帳そして元帳による4帳簿制は、クリューゲルス（1781

年）、ホフ（1805年）等によって採用されたドイツにおけるイタリア式簿記の一類型である。

次にその帳簿組織を図示する。

第13図　個別企業の複式簿記の帳簿組織

24
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VI複式簿記勘定の分類方法

　シーベは複式簿記を体系的に組織化された簿記方法と考えた。その結果、すべての勘定

を一定の法則に従って分類することを試みた。この分類方法は、後にオーダーマンOPやシェ

アーによって引き継がれる。すなわちシェアーの勘定分類方法にも影響を与えることとな

るのである。次にシーベの体系的な勘定分類方法を示す。

1．基本的勘定（Contos　des　Principals）．

（1）資本金勘定（capita1－Conto）（2）損益勘定（Verlust　und　gewinn－Conto）（3）残高勘定

　（Bilanz－Conto）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　損益勘定の補助勘定（Hilfscontos）として、＜1＞手数料勘定（Provisions　oder

　CommissOns－Conto）＜2＞運送費勘定（Speditions－Conto）＜3＞営業費勘定（Handlungs－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

t

　Unkostel｝Conto）＜4＞家政費勘定（Haushaltungs－UnkoSten－conto）＜5＞利息勘定

　（lnter6ssenConto）＜6＞為替換算差額勘定（Agio　Conto）＜7＞保険勘定（AsseCuranz－

　Conto）＜8＞相続勘定（Successions－Conto）

2．物的勘定（Contos　f亘r　materielle　Sachen）

（1）現金i勘定（Cassa－Conto）（2）商品勘定（Waaren－Conto）＜1＞ある目的に適する計算の

　ための商品に関する勘定（イ）我々の取引計算のための商品に関する勘定（ロ）第三

　者の取引のおける商品に関する勘定、顧客に関する手数料＜2＞顧客の手数料におけ

　舗品に関する勘定＜3＞÷、÷、十鯛係会社における商品に関する勘定及び発

　生する取引の報告

（3）信用証券勘定（Contos　Uber　Creditpapier）

　＜1＞手形勘定（Wechse1－Contos）

　　（イ）“般手形勘定　　（ロ）外国の手形勘定　　（ハ）為替手形勘定

　＜2＞株式勘定（Actiol｝Conto）＜3＞冒険及び大冒険勘定（Bodmerei－und　gross－
、

　Aventur－Conto）＜4＞不動産及び動産勘定（Contos　Oher　lmmobiliar－und　Mobiliar－

　　gegenstande）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　（イ）不動産勘定（lmmobilien－Conto）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25



　（ロ）動産勘定（Mobilien－Conto）

3．人的勘定（Personen・Contos｝

（1）他人勘定（2）自己勘定（3）会社及び商店のための勘定（Contos　fOr　Societats－Geschafte）

（4）諸種の勘定（Conto　pro　Diverse）（5）掛勘定（Temporare　oder　vorUberghende　Contos）

　上に示したように、シニベはすべての勘定をまず1．基本的勘定、2．物的勘定、3．人的勘

定の3つに分類した。そして基本的勘定として、資本金勘定、損益勘定、残高勘定の3つ

の勘定を計上した。この勘定こそ複式簿記において最も重要な勘定と考えたのである。物

的勘定として、現金勘定、商品勘定、有価証券勘定（主として手形）、株式勘定、冒険勘定、

不動産勘定、動産勘定等の諸勘定を示した。そして第3の勘定として、人的勘定を解説し

たのである。この人的勘定には、人名勘定と会社名勘定が含まれている。

　シーべ・オーダーマンは、複式簿記の勘定を、1．資本金勘定と資本金勘定の補助勘定、

2．物的勘定、3．信用証券勘定、4．人的勘定に分類する⑳。次にその分類内容を示す。

　1．資本金勘定と資本金勘定の補助勘定

　　資本金勘定　（1）損益勘定　（2）商店の所有者勘定　（3）家政費勘定　（4）残高勘定

　　（5）精算勘定　（6）相続勘定

　　損益勘定の補助勘定　（1）手数料及び委託料勘定　（2）運送費勘定　（3）営業費勘定

　　（4）地代及び利息勘定　（5）為替換算差額勘定

　2．物的勘定

　　（1）現金勘定　（2）商品勘定　（3）不動産及び動産勘定

　3．信用証券勘定

　　1クラス　（1）受取手形勘定　（2）紙幣勘定　（3）公開信用証券勘定　（4）株式勘定

　　1［クラス　支払手形

　4．人的勘定

　　（1）個人勘定　（2）集合勘定

　シェァーは、複式簿記勘定を、資本金勘定、人的勘定、物的勘定の3つに分類した。資

本金勘定には、一般資本金勘定、損益勘定、家政費勘定、準備金勘定等を含めた。人的勘

26
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定には、売掛金勘定、買掛金勘定、銀行勘定を示した。そして物的勘定には、現金勘定、

商品勘定、有価証券勘定、手形勘定、不動産勘定他等を計上したのであるen。

第5節　単式簿記と複式簿記の比較

　　　シーベは、単式簿記と複式簿記の相違点と類似点を例題をもって示した。そして単式簿

　記の欠点と複式簿記の優位性を理論的に解説した（3D。シーベは単式簿記を不完全簿記、’複

　式簿記を完全簿記と定義付けている。そして単式簿記の欠点として、次の諸点をあげてい

　　る。単式簿記は、複式簿記のように連絡のとれたシステムを基礎に、確立された規則に従っ

　　ておらず、取引は任意的に記録されている。単式簿記の勘定は、組織的な規則によって結

　　ばれておらず、その記入は単調である。単式簿記では、元帳には仕訳帳の人名勘定のみが

’

　転記され債権・債務の関係のみが示される。仕訳帳の現金勘定は現金帳に、また諸種の商

　　品勘定は商品帳に転記されるBZ。単式簿記において、損益計算は期末における財産目録の

　　中で産出される。それは期末と期首の資本金を比較することによって計算される。純利益

　　の明細に関しては、財産目録の検算の中で示されるen。

　　　これに対して複式簿記は、仕訳帳のすべての勘定が元帳に転記され、勘定が規則的に結

　合し、確立された組織に従って記録される。そして各勘定の残高は残高勘定に、損益計算

　　は資本金勘定と損益勘定の申で示されるBO。

　　　シェアーは、単式簿記と複式簿記について、シーベとほぼ同様の見解を示す。「単式

　簿記（Die　einfache　Buchhaltung）は、企業の価値の循環（Kreislaufes　der　GUterwerte　der

　Sonderwirtschaft）及び収益・費用（Aufwendungen　und　Ertragnisse）を、完全にかつ組織

　　的に表示することができない。」　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　，1

　　　「単式簿記では、自己資本（Eigenkapitals）の額及び変化については計算できない、そこ

　　で純資産（資本金＝reinen　Verm6gen）は、期首と期末の実地棚卸によって確認され、

　経営成績についても2つの財産目録を比較することによって明確となる兜」さちにシェ

　　アーは複式簿記（Die　doppelte　Buchhaltung）を、組織的簿記（systematische　Buchhaltung）

　　と称し、完全な簿記であると記述している。そして複式簿記は、企業の価値の循環のみな

　　らず損益も完全に示すことが可能であると論述しているeo。

　　　1781年にフランクフルト・アム・マインで簿記書を出版したブリューゲルも1単式簿

　　　　　　　　　　）　　　　　　　　tt’　　　　　　　　　　　　　　27



記と複式簿記を比較している。ブリューゲルは、単式簿記または簡易簿記とは、債権と債

務について計算を取扱う時に採用され、その目的は、債権と債務を正しく計算すること

にあると述べている。さらに複式簿記とは、債権・債務のみならず、現金及びその他の

すべての取引について、その価値を決定し、その計算を取扱う時に採用される。その目

的は、正確な債権・債務の計算のみならず、すべての取引の利益と損失残高の正確な計

算にあると述べている。したがって、左右貸借の複式記入は、複式簿記のみならず、単

式簿記にも可能なのである。また、ラリューゲルは、不確定債権のための勘定（Conto　fUr

zweifelhafte　Schulden）と称する貸倒勘定について詳述しているtln。

　1803年にブレスラウで簿記書を出版したメイスナーも単式簿記を不完全簿記、複式簿

記を完全簿記と定義した。ただし、単式簿記をシーベよりも、より狭義に解釈した。複式

簿記が、企業の全ての取引の記録を対象としたのに対し、単式簿記は企業の債権・債務に

関する人名勘定のみを対象とした。単式簿記では債権者及び債務者の勘定のみを記録し、

他の勘定及び損益計算は示されていない。すなわち、メイスナーは単式簿記を複式簿記の

補助的手段と考えたのであるcm。

　シーベの簿記書出版の4年後に出版されたオクスの簿記書も、単式簿記（Einfache

Buchhaltung）について例題を示し解説している。もちろん複式簿記については、完全簿

記として詳細に250頁以上にわたって例題を示し解説している。しかし単式簿記について

は44頁のみにしかすぎない倒。オクスの複式簿記は、日記帳、現金帳、仕訳帳、元帳を

採用し、元帳では資本金勘定、損益勘定、残高勘定の中で損益計算を遂行している。そし

て単式簿記では、仕訳帳と現金帳、元帳を採用したが、元帳では取引の債権・債務に関す

る人名勘定のみが記録され、他の勘定は示されていない。もちろん損益計算はなされてい

ない。オクスの単式簿記はブリューゲル、メイスナーの単式簿記と同様の内容を持つ。な

お、アウグスブルクが、重要なドイッ簿記文献と並んで紹介したアメリカのマルシュの簿

記書は、単式簿記書（1832年、1853年）と複式簿記書（1830年、1831年、1856年）が別々

に出版されている。マルシュは単式簿記と複式簿記について次のように解説している。単

式簿記は、企業取引の債権・債務に関する人名勘定を中心に考えた。帳簿は、日記帳と元

帳の2冊を中心としたが、多くの補助簿を採用して、期末には期首の資本を比較して純利

益を算出している。‘複式簿記については、日記帳、仕訳帳、元帳の三帳簿制を採用し、期

28
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末には残高試算表の検証を通して、貸借対照表と損益計算書を作成している㈹。・すなわち、

18世紀から19世紀のドイッにおいては、完全簿記としての複式簿記に対し、単式簿記を

簡略化された不完全簿記と解した。さらに単式簿記は狭義説と広義説に分類できる。狭義

説では、ブリューゲル、メイスナーやオクスのように、単式簿記を企業取引における債権・

債務の詳細な関係を明解にする手段と考えた。広義説では、シーベ、オーダーマン、シェ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
アーのように、単式簿記の帳簿（元帳）内では、損益計算は不明だが、財産目録の中で遂

行されると解釈したのである。　　　　　．

第6節まとめ

　19世紀ドイッ簿記史上、シーベが果たした功績は大きい。シーベ簿記書の主な特徴と

して、次のようなことが主張できる。第1に、シーベは、複式簿記の起源をイタリアとし、

世界最初の複式簿記文献の著者として、ルカ・パチョーリの名前をあげている。シニベの

簿記書の中には、多くのイタリア語による専門用語が出てくる。シーベがパチョーリの「ス

ムマ」（SuMnia）を読み、勉強していた可能性は十分に考えられる。

　第2に、シ〒べはヨーロッパ中に吹き荒れたジョーンズのイギリス式簿記革命の嵐が去

ろうとする時期にありながら、なおかつジョーンズのイギリス式簿記を否定する姿勢を明

らかにした・シーベ以前・ドイツでは・ワグナー・メイスナー・ヒュングステート等力㍉ジ・t

ンズのイギリス式簿記に反対している。多分、シーベは、．ンーベ以前のこれらの簿記書の

見解を支持する態度を示したものと思われる。

　第3にシーベは、単式簿記と複式簿記の類似点と相違点を、例題と解説をもって明らか

にした。シーベは単式簿記を不完全簿記、複式簿記を完全簿記と定義した。単式簿記は、

単純に簡略化された記帳方法であり、複式簿記！ま、完全に組織化された記帳方法と解説し

た。さらに単式簿記の本質的な欠陥と複式簿記の優位性を論述した。単式簿記では、日記帳、

仕訳帳、元帳、現金帳、商品帳そして財産目録（検算を含む）が採用された。そして元帳は、

債権・債務に関する人名勘定のみが記帳され、損益計算は行われていない。ただし、損益

計算は財産目録の中で示されている。

　これに対し、複式簿記では、日記帳、仕訳帳、元帳、その他多くの補助簿そして財産目

録が採用された。そしそ元帳内では、資本金勘定、残高勘定、損益勘定が示され、損益計
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算が遂行された。この日記帳、仕訳帳、元帳の三帳簿制は、伝統的なイタリア式簿記法で

あり、パチョーリにその起源を置くものである。なお、上述したように元帳の決算に際し

ては、損益勘定の振替、資本金勘定の振替、残高勘定の振替について、すべてを仕訳帳の

仕訳記入を通して行っている。これはゲッセンス（1594年）以来、ドイッに伝わる大陸

式決算を遂行したものである。
　　　　　　　　　　　　　　■
　第4に、シーベは、諸勘定について独特の体系的分離を試みている。ただ勘定名にドイ

ツ語の後にイタリア語も挿入されているので、イタリア語の文献を採用したものと思われ

る。

　シーベは、勘定を、基本的勘定、物的勘定、人的勘定の3つに分類している。この勘定
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の分類方法は、シーベの後、オーダーマン、アウグスブルク1シェアー等によって参照さ

れ、改良しながら引き継がれて行く。

　第5に、シーベは、シーベ以降の簿記書に、勘定のみならず多くの影響を与えた；例え

ば、シーベ・オーダーマンの簿記書は、シーベの簿記書の構造を基本として、簿記論を発

展させたのである。シーベ・オーダーマンの簿記書は、シーベの文章をそのまま採用した

箇所が多く見られる。

　主として19世紀ドイッの多くの簿記文献を解説したアウグスブルクの簿記書には、シー

ベの簿記書が、重要な一冊の簿記書として紹介されている。また、シェアーが最初に学ん

’だ簿記文献は、シーベの簿記書であったと言われている。19世紀中葉に公刊されたシー

ベの簿記書は、シーベ以前の簿記文献のみならずイタリア語の簿記文献をも参照しつつ、

シーベ独特の簿記論を展開した。特に、単式簿記との比較を通して、複式簿記の特長と有

益性を解説した。当時、シーベの簿記書は、出版以降十分なる好評を得た。そしてその後

の簿記書に、多くの影響を与えたのである。
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「シーベの簿記書」に関する一考察

注

（1）Schiebe，　August，　Die　Lehre　der　Buchhaltung，　theoreiisch　undpra，ctisch　dargestelit，　Grimma，1836．“

，（2）15世紀末から18世紀にかけてのドイツ簿記史については、拙著『ドイツ簿記史論』森山書店、

　1994．年を参照されたい。

（3）メイスナーの簿記については、拙稿「『メイスナーの簿記書』に関する一考察」『経済論集』第96号、

　大東文化大学経済学会、．2011年10月を参照されたい。

（4）　Augspurg　G．D．，　Die　Grundlage　der　！）opρelten　Buchhaltung，　Ein∧Nachtrag　zM　seiner　Kaufmdnηischer

　Buchhαltung，　Bremen，1863，　S．i5．

（5）　Schiebe，　a，a，　o．，　S．7．

（6）Schiebe，　a，a，（λ，　S．5．ルカ・パチョーリの名前は、正式には、姓だけで呼ぶ時は、1人なのでパチョー’

　ロ、姓名で呼ぶ時は、ルカ：パチョーリ（パチョーリ家のルカ）となる。通例は、ルカ・パチョー

　リと呼ばれている。　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　’

（7）拙稿「『ワグナーの簿記書』に関する一考察」『経済論集』第95号、大東文化大学経済学会、2010

　年7月を参照。　　　∵
（8）　Schiebe，　a，　a，　O．，　S．6．　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（9）拙稿「ドイッ勘定学説に関する一考察」『経営論集』第5号、大東文化大学経営学会、2003年9月、

　25頁。　　　　　　　・　”　　　　．　　　．　、・　、　　．　　　　　，

（10）安平昭二著『簿記・会計学の基礎』同文舘、昭和61年4月、66頁。・

（11）Schiebe，　a，a，　O．，　Inhalts－Verzeichniss．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

⑫　拙稿「『メイスナーの簿記書』に関する一考察」参照。

⑬　Schiebe，　a，a，σ，　SS．21－24．　　　　　　　　　’

（14）Schiebe，　a，a，　O．，　S．25．

「（15）　Schiebe，　a，a，　O．，　S．26．　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

（16）　Schiebe，　a，、a，（λ，　S．29．　　・　　　　　　　　　　　　　　　‘

（17）　Schiebe，　a，a，　O．，　S．33．

⑱　Schiebe，　a，a，　O．，　SS．64－65．　　　　’　　　1

（19）　Schiebe，　aαa，　O．，　S．37．　　　・

佗（））　Schiebe，　a，a，（λ，　SS．77－78．

（2D　Schiebe，　a，a，0．，　SS．79－80．　　　　　　　　　　　’　　、　　　　　　　．　　．　　　　　　　　　　　　’

22）Schiebe，　a，　a，0．，　S．91．

閻詳しくは、拙著『ドイッ簿記史論』を参照されたい。

㈱ゲッセンスの簿記論については、拙著『ドイツ簿記史論』163－180頁を参照されたい。

陶正式には、ハイネは、元帳の左側・借方にはSollで、右側・貸方はSoll　habenで表示している。拙著、

　前掲書、282頁。

⑳　フリュごゲルの簿記論については、拙著『ドイッ簿記史論』329頁を参照きれたい。

㈱拙稿「『ワグナニの簿記書』に関する一考察」57頁。
’＿＿x　　　⌒・　 唱　　　　　　　　，　　A　　頃　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　＿　　＿　　　　　　　　　　　一　　　　＿　　　　＿　＿　　＿｛

128）Siebe　Und．Odermann，　Die　Lehre　von　der　Buchhaliung，　tkeoretisch　und　praktisch　dergestellt，　Leipzig，

　　1891．SS．120－180．

29）Siebe　und　Odermann，　a，　a，　O．，　SS．120－180．

（30）．安平昭；著『簿記・会計学の基礎』86－87頁。

（30　Schiebe，α，α，σ，　S．304．

⑬　Schiebe；　a，a，σ，　S．305．　・　　　　　　　　、、

倒　Schiebe，　a，　a，　O．，　S．305．

（34）　Schiebe，　a，a，（O．，　S．305．　　1

（35）　Schar，　Johann　Friedrich，　Buchhaltung　und　Bilanz，　Berlin，1922．　S．7．　　　　　　t
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陶
B9）

Schar，　a，　a，0．，　S．8．

拙著『ドイツ簿記史論』329－330頁。　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　、

詳細は、拙稿「『メイスナーの簿記書』に関する一考察」を参照。　．　　　　・　、

Ochs，　A．　Bilanz－Jornal．　Neu　erfundene　Methode．，　wodi｛rch　das　Hauptbttch　wegfldllt，　und　vermtige　WelCher

　ゐεηe鹿mPoぷτθη，　K61n，1840．

⑩拙稿「『マルシュ簿記書』に関する一考察」35－50頁。
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